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農
地
の
有
効
利
用
を
進
め
る
た
め
、遊

休
農
地
の
実
態
把
握
や
発
生
防
止
・
解
消

お
よ
び
違
反
転
用
防
止
を
目
的
に
、８
・

９
月
の
２
カ
月
間
を「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル

強
化
月
間
」と
し
て
、市
内
全
域
の
農
地
を

対
象
に
農
地
の
利
用
状
況
調
査
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

調
査
内
容
は
、農
地
転
用
許
可
の
履
行
、

違
反
転
用
農
地
、産
業
廃
棄
物
な
ど
の
不

法
投
棄
、遊
休
農
地
な
ど
に
つ
い
て
で
す
。

　

調
査
の
際
に
、農
業
委
員
や
事
務
局
職

員
が
農
地
に
立
ち
入
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

一
度
農
地
以
外
の
も
の
に
す
る
と
元
に

戻
す
こ
と
が
難
し
く
周
辺
の
農
業
生
産
や

農
地
へ
支
障
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

許
可
を
得
ず
に
住
宅
な
ど
を
建
築
し
た

場
合
や
、事
業
計
画
ど
お
り
に
転
用
し
て

い
な
い
場
合
に
は
、農
地
法
に
違
反
す
る

こ
と
と
な
り
、工
事
の
中
止
や
原
状
回
復

な
ど
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。個
人
の
場
合

は
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
３
０
０
万
円

以
下
の
罰
金
と
い
う
罰
則
の
適
用
も
あ
り

ま
す
。

　

農
地
の
転
用
、農
地
の
売
買
や
貸
借
は

許
可
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。各
種
申
請
書

は
毎
月
末
日
ま
で
に
、農
業
委
員
会
事
務

局
ま
た
は
、各
総
合
支
所
産
業
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
の
総
会
は
毎
月
20
日
頃
に

開
催
予
定
で
す
。

◆
農
地
転
用
の
許
可
が
必
要
と
な
る
事
例

①
自
分
の
農
地
を
自
分
の
た
め
に
、農
地

以
外
に
利
用
す
る
場
合

↓  

農
地
法
第
４
条
の
許
可

②
自
分
の
農
地
を
第
三
者
に
譲
渡
し
、ま

た
は
、貸
借
し
て
第
三
者
が
農
地
以
外
に

利
用
す
る
場
合

↓  

農
地
法
第
５
条
の
許
可

◆
農
地
に
よ
っ
て
転
用
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す

①
農
用
地
区
域
内
農
地（
例
外
は
あ
る
が
、

８・９月 農地パトロール強化月間８・９月 農地パトロール強化月間

大切な農地を
守ろう

大切な農地を
守ろう

絶
対
に
し
な
い
で  

農
地
の
違
反
転
用

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

農業委員会会長　原　源一さん

農地は農業生産の基盤
であり、景観・環境保
全や防災など重要な機
能と役割も果たしてい
ます。 
大切な農地をしっかり
守り、次世代へつない
でいきましょう。
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原
則
と
し
て
不
許
可
）

　

生
産
性
の
高
い
優
良
農
地
と
し
て
、市

が
定
め
る
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お

い
て
、農
用
地
区
域
と
さ
れ
た
区
域
内
の

農
地

②
第
一
種
農
地（
例
外
は
あ
る
が
、原
則
と

し
て
不
許
可
）

　

10
㌶
以
上
の
集
団
農
地
、農
業
公
共
投

資
対
象
農
地
、生
産
力
の
高
い
農
地

③
第
二
種
農
地（
第
三
種
農
地
に
立
地
困

難
な
場
合
な
ど
に
許
可
）

　

農
業
公
共
投
資
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

小
集
団
の
生
産
力
の
小
さ
い
農
地
、市
街

地
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
の
あ
る
農
地

④
第
三
種
農
地（
原
則
と
し
て
許
可
）

　

都
市
的
整
備
が
さ
れ
た
区
域
内
の
農

地
、市
街
地
に
あ
る
農
地

　

平
成
28
年
度
税
制
改
正
大
綱
に
よ
り
、

遊
休
農
地
へ
の
課
税
強
化
が
平
成
29
年
度

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

遊
休
農
地
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
ま

す
。

・
過
去
１
年
以
上
作
付
け
が
行
わ
れ
ず
、

今
後
も
維
持
管
理
や
栽
培
が
行
わ
れ
る
見

込
み
が
な
い
。

・
栽
培
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、周
辺
に
比

べ
て
著
し
く
程
度
が
劣
っ
て
い
る
。

・
現
在
ま
た
は
１
年
以
内
に
遊
休
化
す
る

恐
れ
が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
農
地
に
つ
い
て
は
、一
定

条
件
の
も
と
固
定
資
産
税
が
平
成
29
年
度

よ
り
現
在
の
１
・
８
倍
と
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

農
業
委
員
会
事
務
局　
農
地
係

☎（
24
）５
２
７
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
産

業
課
、地
元
の
農
業
委
員

問

遊
休
農
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
課
税
強
化

遊休農地の課税が強化されるまで 
○農業委員会が毎年１回、農地の利用状況を調査し、
遊休農地の所有者などに対する意向調査を実施します。 
○意向どおり取り組みを行わない場合、農業委員会は、
農地中間管理機構との協議を勧告し、最終的に都道府
県知事の裁定により、同機構が農地中間管理権を取得
できるよう措置されます。 
○機構への貸付けの意思を表明せず、自ら耕作の再開
も行わないなど、遊休農地を放置している場合に課税
が強化されます。
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字
を
読
む
こ
と
や
、言
葉
の
意
味
を
す

べ
て
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
赤
ち
ゃ

ん
で
も
、大
好
き
な
人
に
話
し
か
け
て
も

ら
っ
た
り
、微
笑
ん
で
も
ら
っ
た
り
す
る

こ
と
を
と
て
も
幸
せ
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

絵
本
は「
読
む
」だ
け
で
は
な
く「
分
か

ち
合
う
」こ
と
も
で
き
る
も
の
で
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を
通
じ
て
、親
子
で

心
ふ
れ
あ
い
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
。

　

図
書
館
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
開
催
日
の
前
日
ま
で
に

電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
受
け

付
け
は
先
着
順
と
な
り
ま
す
）。

●
開
催
日
時

①
毎
月
第
３
木
曜
日　

午
前
10
時
15
分
〜

10
時
45
分（
定
員
６
組
）

②
毎
月
第
３
土
曜
日　

午
前
10
時
〜
10
時

30
分（
定
員
10
組
）

③
毎
月
最
終
日
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜

２
時（
定
員
10
組
）

●
対
象　

０
歳
児（
４
か
月
健
康
診
査
対

象
児
）と
保
護
者

●
会
場　

図
書
館
１
階　
え
ほ
ん
の
へ
や

●
参
加
料　

無
料

●
必
要
な
も
の

①
母
子
健
康
手
帳

②
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
引
換
券

※

保
健
課
か
ら
郵
送
さ
れ
る
４
か
月
児
健

康
診
査
の
案
内
文
書
に
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。紛
失
さ
れ
た
場
合
に
は
、受
付
時
に
そ

の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　
　
　

喜
多
方
市
立
図
書
館

☎（
22
）１
８
５
５

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問
申

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
と
は
、

赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
が

絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
と

い
っ
し
ょ
に
、『
絵
本
』を
通

し
て
、心
ふ
れ
あ
う
ひ
と
と

き
を
持
つ
き
っ
か
け
を
つ
く

る
活
動
で
す
。

　

市
で
は
、赤
ち
ゃ
ん
に「
絵

本
」と「
絵
本
を
楽
し
む
体

験
」を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
の
対
象

は
、市
内
に
生
ま
れ
た
す
べ

て
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

０
歳
の
赤
ち
ゃ
ん
は
、ま

だ
ま
だ
絵
本
と
お
も
ち
ゃ
の

区
別
は
つ
き
ま
せ
ん
。最
初

は
絵
本
を
め
く
る
だ
け
で
も

い
い
の
で
す
。

６
月
に
図
書
館
で
行
わ
れ
た
ブ
ッ
ク
ス

タ
ー
ト
の
様
子
。
絵
本
を
読
み
始
め
る

と
赤
ち
ゃ
ん
が
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。
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「
少
子
高
齢
化
」「
人
口
減
少
社
会
」が
本

市
で
も
現
実
の
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。晩
婚
化
や
出
生
率
低
下
、未
婚
率
上
昇

な
ど
も
加
わ
り
さ
ら
に
深
刻
な
少
子
化
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
で
は
、結
婚
し
、子
ど
も
を
持
ち
た
い

と
思
う
皆
さ
ん
の
希
望
を
か
な
え
、子
ど

も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
事
業
と
し
て
、若
い
世

代
が
異
性
と
出
会
い
、結
婚
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
縁
を
結
ぶ「
世
話
や
き
人
制

度
」を
今
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

　

出
会
い
や
結
婚
を
希
望
す
る
独
身
の

方
々
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
喜
多
方
市
世
話
や
き
人
」を
募
集
し
ま

す
。

●
世
話
や
き
人
の
要
件

・
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
方（
結

婚
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）

・
本
制
度
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
適
正
に
活

動
が
で
き
る
方

・
結
婚
相
談
、見
合
い
お
よ
び
結
婚
の
斡

旋
な
ど
を
生
業
と
し
て
い
な
い
方

●
主
な
活
動
内
容

・
相
談
者
へ
相
手
を
紹
介（
対
面
）す
る
こ

と・
出
会
い
や
結
婚
に
関
す
る
相
談
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
す
る
こ
と

・
出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど

の
情
報
提
供
や
参
加
を
促
す
こ
と

●
活
動
条
件

　

活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
り
、市
か

ら
活
動
に
対
す
る
報
酬
お
よ
び
経
費
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
登
録
方
法

・
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、こ
ど

も
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
登
録
ま
で
の
流
れ

・
申
請
内
容
を
審
査
し
て
適
当
と
認
め
ら

れ
た
場
合
に
は
、「
喜
多
方
市
世
話
や
き

人
」と
し
て
市
に
登
録
し
、「
登
録
証
」を
交

付
し
ま
す
。ま
た
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
世

話
や
き
人
の
氏
名
、連
絡
先
な
ど
を
掲
載

し
ま
す
。

　

世
話
や
き
人
に
よ
る
結
婚
支
援
を
利
用

し
た
い
方
を
募
集
し
ま
す
。初
め
に
結
婚

し
た
い
ご
本
人
が
世
話
や
き
人
と
面
談
す

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

●
登
録
者
の
要
件

・
市
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

・
市
内
の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
す
る
20
歳

以
上
の
方

・
結
婚
後
、市
内
に
定
住
す
る
意
思
の
あ

る
方

●
登
録
期
間

　

登
録
の
日
か
ら
３
年
間（
１
年
単
位
で

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

●
登
録
方
法

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

世
話
や
き
人
の
中
か
ら
、相
談
し
た
い
世

話
や
き
人
に
直
接
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

・
世
話
や
き
人
と
面
談
の
場
所
や
日
時
を

決
め
、制
度
の
説
明
を
受
け
ま
す
。

・
登
録
の
意
思
が
固
ま
っ
た
ら
、登
録
申

請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

・
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、世
話

や
き
人
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書

な
ど
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
留
意
事
項

　

世
話
や
き
人
制
度
は
、登
録
さ
れ
た
す

べ
て
の
方
に
必
ず
し
も
相
手
を
紹
介
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。交
際
に
至
っ
た
場

合
で
も
、成
婚
ま
で
の
お
世
話
を
す
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　

こ
ど
も
課

　

子
育
て
支
援
班

☎（
24
）５
２
２
９

　

昭
和
63
年（
１
９
８
８
）か
ら
姉
妹
都
市

の
締
結
を
し
て
い
る
、ウ
ィ
ル
ソ
ン
ビ
ル

市（
米
国
）の
高
校
生
使
節
団
10
人（
生
徒

８
人
、引
率
２
人
）と
、会
津
喜
多
方
国
際

交
流
協
会
日
米
委
員
会
の
佐
藤 

治
良
委

員
長
ら
一
行
が
、７
月
６
日
に
市
長
を
表

敬
訪
問
し
ま
し
た
。

　

ウ
ィ
ル
ソ
ン
ビ
ル
市
と
は
１
年
置
き
に

地
元
中
学
生
や
高
校
生
な
ど
の
相
互
交
流

（
受
け
入
れ
や
派
遣
）を
実
施
し
て
い
ま

す
。

問
申

世
話
や
き
人
制
度

世
話
や
き
人
制
度

ウ
ィ
ル
ソ
ン
ビ
ル
高
校
生

使
節
団
市
長
表
敬
訪
問
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喜
多
方
西
部
土
地
区
画
整
備
事
業
区
域

内
お
よ
び
塩
川
駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

区
域
内
の
保
留
地
を
公
売
し
て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、次
に
よ
り
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
所
在
地
、面
積
お
よ
び
価
格

　

各
公
売
土
地
一
覧
の
と
お
り

◆
受
付
時
間

　

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

◆
申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
確
認
の
う
え
、申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、必
要
書
類
を
添
え
て
担

当
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

申
し
込
み
先
着
順
に
契
約
と
な
り
ま

す
。

　
　
　

喜
多
方
分
に
つ
い
て
は

建
設
課　
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

☎（
24
）５
２
４
１

塩
川
分
に
つ
い
て
は

塩
川
総
合
支
所
建
設
課　
建
設
管
理
係

☎（
27
）２
１
１
３

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問
申

【喜多方西部土地区画整理事業区域公売土地一覧】 （平成28 年 8 月１日現在）

図面
番号 所在地 面積

（㎡）
単価

（円/㎡） 価格（円） ※用途地域
建ぺい率（%）

/
容積率（%）

学区

13 押切一丁目119 番地 579.39 13,700 7,937,643 第一種中高層住
居専用地域 50 / 150

第一小学校
第二中学校

23 押切三丁目166 番地 345.56 15,200 5,252,512 第一種住居地域 60 / 200

1-6 押切東二丁目100 番地 244.30 18,700 4,568,410 第二種中高層住
居専用地域 60 / 200

■水道/公営水道 ■ガス/個別プロパン ■汚水・排水/個別に合併浄化槽設置が必要です。

喜多方西部土地区画整理事業区域
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【塩川駅西土地区画整理事業区域公売土地一覧】 （平成28 年 8 月 1 日現在）

図面
番号 所在地 面積

（㎡）
単価
（円/㎡） 価格（円） ※用途地域

建ぺい率（％）
学区 /

容積率（％）

① 諏訪町二丁目３４番地 356.44 

第一種住居地域 60 / 200

塩川小学校
塩川中学校

② 諏訪町二丁目７１番地 352.47 

③ 諏訪町二丁目６０番地 442.91 

④ 御殿場二丁目５０番地 307.61 

第一種低層
住居専用地域 40 / 60⑤ 御殿場二丁目６３番地 306.16 

⑥ 御殿場二丁目６５番地 399.24 

⑦ 御殿場一丁目６５番地 272.97 
第一種中高層
住居専用地域 50 / 150

⑧ 御殿場一丁目７０番地 241.32 

⑨ 御殿場一丁目104 番地 252.95 
第一種住居地域 60 / 200

⑩ 御殿場一丁目103 番地 252.96 

⑪ 御殿場三丁目２４番地 331.33 第一種中高層
住居専用地域 50 / 150

⑬ 御殿場四丁目１１番地 343.15 第一種低層
住居専用地域 40 / 60

⑭ 御殿場六丁目３７番地 285.42 第一種住居地域 60 / 200

⑮ 御殿場六丁目３９番地 993.05 第一種低層
住居専用地域 40 / 60

■水道／公営水道 ■ガス／個別プロパン ■汚水・排水／公共下水道

塩川駅西土地区画整理事業区域

17,600 6,273,000

18,200 6,415,000

15,500 6,865,000

15,700 4,829,000

14,600 4,470,000

22,900 9,143,000

20,200 5,514,000

18,200 4,392,000

20,800 5,261,000

20,800 5,262,000

18,500 6,130,000

17,500 6,005,000

21,000 5,994,000

15,500 15,392,000
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５
月
・
８
月
・
11
月
・
２
月

の
年
４
回
、市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
入
居
資
格

◎
世
帯
の
収
入
が
公
営
住
宅
法

の
収
入
基
準
に
示
す
基
準
の
範

囲
内
で
あ
る
こ
と
。

◎
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
こ

と
。

◎
持
ち
家
が
無
い
こ
と
。ま
た
、

親
な
ど
の
名
義
の
持
ち
家
で
あ

る
が
、納
税
義
務
者
に
な
っ
て
い

る
場
合
は
申
し
込
み
出
来
ま
せ

ん
。

◎
入
居
申
込
者
お
よ
び
同
居
予

定
者
の
中
に
暴
力
団
員
が
い
な

い
こ
と
。

　

詳
し
く
は
、建
築
住
宅
課
住
宅

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
申
込
受
付
期
間
お
よ
び
時
間

８
月
１
日（
月
）〜
12
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※

８
月
２
日（
火
）、５
日（
金
）、

９
日（
火
）、12
日（
金
）は
本
庁
で

の
み
午
後
７
時
ま
で
受
け
付
け

し
ま
す
。（
場
所
は
本
庁
舎
３
階

建
築
住
宅
課
）

※

今
回
の
募
集
で
入
居
決
定
者

が
な
か
っ
た
住
宅
は
、９
月
２
日

（
金
）か
ら
10
月
７
日（
金
）ま
で

の
間
、随
時
入
居
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。た
だ
し
当
該
住
宅

の
申
し
込
み
が
あ
り
次
第
、受
け

付
け
を
終
了
し
ま
す
。

◆
申
し
込
み
方
法

　

建
築
住
宅
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
建
設
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書

に
よ
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
選
考
方
法

　

住
宅
の
困
窮
度
か
ら
な
る
選

考
基
準
と
、公
開
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

◆
公
開
抽
選
予
定
日

９
月
１
日（
木
）

◆
入
居
開
始
予
定
日

９
月
16
日（
金
）

　
　

建
築
住
宅
課　
住
宅
係

☎（
24
）５
２
４
６
ま
た
は
各
総

合
支
所
建
設
課

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

問

〇入居者を募集する高齢者・障がい者世帯向け住宅

№ 住宅名 間取り 家賃

1 御殿場団地
13棟102 号(1階) 2LDK 24,000 円

～47,200 円

○入居者を募集する一般住宅

№ 住宅名 間取り 家賃 № 住宅名 間取り 家賃

2 一ノ堰団地
2号棟21号(長屋) 2DK 7, 800円

～8,500 円 9 舘ノ内団地
41棟36号(長屋) 3K 3,100 円

～6,100 円

3 一ノ堰団地
3号棟27号(長屋) 2DK 7, 800円

～8,500 円 10 家ノ下団地
48棟6号(長屋) 3K 9,100 円

～15,600 円 

4 一ノ堰団地
3号棟29号(長屋) 2DK 7, 800円

～8,500 円 11 家ノ下団地
49棟5号(長屋) 3K 9,300 円

～18,200 円

5 一ノ堰団地
5号棟60号(2階) 3K 9,100 円

～17,800 円 12 藤ノ木団地
58棟3号(長屋) 3DK 15,900 円

～31,200 円

6 下台団地
1号棟132 号(3階) 3DK 13,600 円

～26,800 円 13 橋本前田団地
52棟8号(長屋) 3DK 11,400 円

～22,500 円

7 菅井団地
4号棟442 号(4階) 3DK 16,700 円

～32,800 円 14 御殿場団地
2棟302 号(3階) 3LDK 21,800 円

～42,700 円

8 大荒井団地
2号棟242 号(4階) 3LDK 23,500 円

～46,200 円 15 御殿場団地
17棟302 号(3階) 3LDK 25,000 円

～49,000 円

※No7～8、12～15 (No.の網かけ部分)は、単身での入居はできません。
◆住宅の所在地
一ノ堰団地(豊川町一井字間々ノ上)、下台団地(岩月町橿野字舘野)、菅井団地(豊川町一井字下川原)、大荒井団地(松
山町大飯坂字下川端)、舘ノ内団地(塩川町窪字舘ノ内)、家ノ下団地(塩川町窪字家ノ下)、藤ノ木団地(塩川町字藤ノ
木)、橋本前田団地(塩川町新江木字橋本前田)、御殿場団地(塩川町御殿場五丁目)
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家
庭
で
生
じ
た
ご
み
で
、環
境
セ
ン

タ
ー
山
都
工
場
で
処
理
で
き
る
も
の
を
自

分
で
搬
入
す
る
場
合
は
、無
料
で
引
き
取

り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
搬
入
日
時　

日
曜
日
、国
民
の
祝
日
、年

末
年
始（
12
月
30
日
〜
１
月
３
日
）を
除
き

随
時
受
け
入
れ
し
ま
す
。

○
月
〜
金
曜
日…

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

○
土
曜
日…

午
前
８
時
30
分
〜
11
時
30
分

◆
搬
入
場
所

　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
環
境

セ
ン
タ
ー
山
都
工
場（
山
都
町
小
舟
寺
字

二
ノ
坂
山
乙
２
６
１
９
番
地
１
）

☎（
38
）３
０
０
５

　

今
年
度
は
、５
月
、８
月
、11
月
の
３
回

実
施
し
ま
す
。

　

事
前
に
環
境
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課
窓
口
へ
所
定
の
申
請
書
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
各
窓
口
に
備
え

付
け
て
あ
り
ま
す
）

①　

申
請
の
際
に
一
品
５
０
０
円
、１
０

０
０
円
、１
５
０
０
円
の
処
理
ス
テ
ッ

カ
ー
を
必
要
枚
数
購
入
し
ま
す
。

②　

指
定
日
の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
粗
大

ご
み
に
処
理
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
っ
て
排
出

し
ま
す
。

③　

指
定
日
に
、申
し
込
み
の
あ
っ
た
各

家
庭
を
専
用
の
収
集
車
で
回
収
し
ま
す
。

時
間
は
指
定
で
き
ま
せ
ん
。処
理
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
い
な
い
も
の
は
収
集
し
ま

せ
ん
。

【
８
月
の
収
集
日
程
】

◆
申
込
期
限　

８
月
16
日（
火
）ま
で

◆
回
収
日　

８
月
24
日（
水
）〜
26
日（
金
）

の
予
定

※

満
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯
、

生
活
保
護
世
帯
、母
子
世
帯
、身
体
障
が
い

者
の
み
の
世
帯
な
ど
、や
む
を
得
な
い
事

情
が
あ
る
場
合
は
費
用
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

※

粗
大
ご
み
と
は
、家
庭
生
活
で
生
じ
た

も
の
で
、指
定
可
燃
ご
み
袋
ま
た
は
指
定

不
燃
ご
み
袋
に
入
ら
ず
、塵
芥
収
集
車

（
パ
ッ
カ
ー
車
）に
入
ら
な
い
長
く
使
用
さ

れ
る
製
品
な
ど
の
大
型
ご
み
の
こ
と
で

す
。 

具
体
的
に
は
各
種
電
化
製
品
、家
具
、

自
転
車
な
ど
で
す
。

　

法
律
で
製
造
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
リ
サ
イ

ク
ル
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
、家
電
リ

サ
イ
ク
ル
対
象
品（
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫
・
冷

凍
庫
、洗
濯
機
・
衣
類
乾
燥
機
、エ
ア
コ

ン
）、廃
パ
ソ
コ
ン
、オ
ー
ト
バ
イ
お
よ
び

処
理
場
で
の
処
理
が
困
難
な
ご
み
は
収
集

で
き
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、す
で
に
各
家
庭
に
配
付
し

て
い
る
チ
ラ
シ「
家
庭
ご
み
の
分
け
方
・

出
し
方
保
存
版
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
粗
大
ご
み
の
自
己
搬
入
に
つ
い
て

　
　

喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合 

環

境
セ
ン
タ
ー
山
都
工
場
☎（
38
）３
０
０
５

●
市
の
許
可
を
持
つ
一
般
廃
棄
物
収
集
運

搬
業
者
に
つ
い
て

　
　

環
境
課 

環
境
推
進
係
☎（
24
）５
２
６

１●
家
庭
の
粗
大
ご
み
定
期
収
集
申
込
窓
口

　
　

環
境
課 

環
境
推
進
係
☎（
24
）５
２
６

１
、各
総
合
支
所
住
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス

班〔
熱
塩
加
納
☎（
36
）２
１
１
３
、塩
川
☎

（
27
）２
４
０
０
、山
都
☎（
38
）３
８
２
５
、

高
郷
☎（
44
）２
１
１
３

問

自
己
搬
入

市
の
収
集

許可業者への収集依頼(有料)
　廃棄物の収集運搬をするためには許可が必要です。現在、
市の許可を得ている一般廃棄物収集運搬業者は17社です。
　引越しや家の中の整理などで大量にごみが出る場合や、
事業に伴って生じたものは、次の業者へ依頼してください。

業　者　名 電話番号
㈱あいづダストセンター
荒川産業㈱
㈱いいで
㈲喜多方綜合衛生センター
㈲北塩原衛生センター
㈲グリンアース
㈱佐藤総業
㈲昭和衛生
㈲高郷清掃
㈱塚原興業
㈲塚原商運
㈲坂下リサイクルサービス
㈲ピアス
松浦商事㈱
丸佐運送㈲
㈲山都塵芥収集社
㈲渡辺重機

0242-36-5351
21-1511
38-3808
22-1594
33-2379
23-0100

0242-24-5933
22-0289
22-2553
27-8256
27-7551

0242-83-3402
21-4070

0242-27-4433
22-7554
38-3272
24-2688

問問
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大
腸
が
ん
は
、男
女
と
も
日
本
人
に
増

え
て
い
る
が
ん
の
一
つ
で
、本
市
で
の
死

亡
者
数
が
女
性 

第
１
位
、男
性 

第
３
位
の

が
ん
で
す
。（
出
典

：

平
成
25
年
福
島
県
保

健
福
祉
部
保
健
統
計
）

　

50
歳
過
ぎ
か
ら
増
加
し
は
じ
め
、高
齢

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
多
く
な
り
ま
す
。

　

多
い
症
状
と
し
て
は
、血
便
・
下
血
・

下
痢
と
便
秘
を
繰
り
返
す
・
便
が
細
く
な

る
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、早
期
の
大
腸
が

ん
は
、自
覚
症
状
が
な
く
、放
置
す
る
と
進

行
し
ま
す
。自
覚
症
状
の
な
い
早
期
に
が

ん
を
発
見
し
、治
療
す
れ
ば
、高
い
確
率
で

治
せ
る
病
気
で
す（
痔
の
出
血
に
つ
い
て

も
自
己
判
断
は
危
険
で
す
。専
門
医
の
診

察
を
受
け
ま
し
ょ
う
）。

　

食
生
活
の
欧
米
化
で
肉
類
や
脂
肪
の
摂

取
量
が
増
え
た
一
方
で
、野
菜
な
ど
の
食

物
繊
維
の
不
足
が
影
響
し
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、過
度
の
飲
酒
は
、大
腸
が
ん
の
リ

ス
ク
を
高
め
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

飲
酒
は
、ほ
ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
適
度
な
運
動

は
、大
腸
が
ん
の
リ
ス
ク
を
下
げ
る
こ
と

が
ほ
ぼ
確
実
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

（
出
典

：

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
が
ん

研
究
セ
ン
タ
ー

「
日
本
人
の
た
め

の
が
ん
予
防
法

平
成
28
年
２
月

（
第
３
版
）」）

　

大
腸
が
ん
検
診
は
、「
便
潜
血
検
査
」を

行
い
ま
す
。こ
れ
は
、便
に
混
じ
っ
た
大
腸

か
ら
の
出
血
を
調
べ
る
検
査
で
、大
腸
が

ん
の
危
険
性
が
あ
る
人
を
絞
り
込
む
検
査

で
す
。大
腸
が
ん
で
の
死
亡
を
減
少
さ
せ

る
十
分
な
科
学
的
根
拠
が
あ
る
検
査
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

便
の
採
取
は
、自
宅
で
で
き
、検
査
前
の

食
事
制
限
も
な
い
簡
単
な
検
査
で
す
。

　

40
歳
以
上
の
市
民
の
方
が
受
診
で
き
ま

す
。（
す
で
に
大
腸
疾
患
で
通
院
し
て
い
る

方
は
主
治
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

　

検
診
は
、集
団
ま
た
は
施
設
検
診（
市
の

指
定
し
た
医
療
機
関
）で
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課　
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

　

40
歳
以
上
の
偶
数
年
齢
の
女
性
を
対
象

に
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。今

年
度
の
集
団
検
診
対
象
者
は
、64
歳
以
上

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※

奇
数
年
齢
の
方
で
前
年
度
に
乳
が
ん
検

診
を
受
け
て
い
な
い
方
、偶
数
年
齢
だ
が
、

通
知
が
届
か
な
い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
乳
が
ん
施
設
検
診
の
お
知
ら
せ
】

　

７
月
か
ら
乳
が
ん
施
設
検
診
を
開
始
し

て
い
ま
す
。40
歳
か
ら
62
歳
ま
で
の
方
は
、

手
元
の
受
診
券
を
確
認
し
、忘
れ
ず
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課　
市
民
サ
ー
ビ
ス
班

問

大
腸
が
ん
っ
て
？

大
腸
が
ん
の
予
防
に
つ
い
て

大
腸
が
ん
検
診
の
す
す
め

市
の
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
方
法

問
申

これから申し込みのできる乳がん集団検診日程一覧
日 程 申込期限 場 所

市保健センター

8 月 22 日（月）
8 月 17 日（水）

8 月 23 日（火）

9 月 12 日（月） 9 月 7 日（水）

10 月 3 日（月） 9 月 27 日（火）

9 月 9 日（金） 9 月 1 日（木） 塩川保健福祉センター

※いずれの会場も午前 40人、午後 30人の定員となっています。

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。
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思
春
期
・
青
年
期
に
ひ
き
こ
も
る
子
供

の
抱
え
る
問
題
、そ
の
対
応
に
つ
い
て
の

学
習
会
、情
報
の
提
供
、ま
た
参
加
者
同
士

の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。家

族
同
士
、集
い
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？

※

初
め
て
参
加
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時　

８
月
24
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所　
保
健
福

祉
課　

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

　

精
神
的
な
悩
み
で
お
困
り
の
方
、ま
た

そ
の
家
族
の
方
の
相
談
に
、精
神
科
医
や

保
健
師
が
応
じ
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

費
用
は
無
料
で
す
が
、電
話
で
の
予
約

が
必
要
で
す
。

●
開
催
日
時　

８
月
22
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

●
開
催
場
所

会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　
　
　

会
津
保
健
福
祉
事
務
所　
保
健
福

祉
課　

☎
０
２
４
２（
29
）５
２
７
５

　

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は
、悩
ん
で
い
る

人
に
気
づ
き
、声
を
か
け
、話
を
聞
い
て
、

必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
見
守
る
人
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。興

味
が
あ
る
方
は
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
開
催
日
時　

９
月
７
日（
水
）、９
月
15

日（
木
）　

両
日
と
も
午
後
１
時
30
分
〜
３

時
30
分
予
定

●
開
催
場
所　

本
庁
舎
大
会
議
室（
ホ
ー

ル
棟
２
階
）

●
申
込
期
限　

９
月
２
日（
金
）

　
　
　

保
健
課　
健
康
推
進
室

☎（
24
）５
２
２
３

　食事がきちんととれていないと、腸のバランスが
崩れてしまいます。便秘になると、消化が進まない、
栄養の吸収がうまくできないなど不調の原因とな
ります。 
　腸のお掃除役は食物繊維です。野菜は毎日350g
以上、いろいろな種類を組み合わせて、 よく噛んで
食べるようにしましょう。 
　よく噛むことでだ液と食べ物が混ざり、消化がス
ムーズに進み、腸に水分を届けることもできます。
朝食をとることで、朝から腸を動かすリズムがつく
られるので、忘れずに食べるようにしましょう。

【材料（４人分）】  
おくら５本、じゃが芋２個、玉ねぎ２分の１個、オリーブ
油大さじ１、牛乳１カップ半、塩小さじ２分の１、生クリ
ーム適量、黒コショウ少々 
【作り方】 
①おくらは塩で表面をこすり、そのまま熱湯でさっと色
　よくゆでる。飾り用に輪切りで少しとっておき、残りを
　きざむ。 
②じゃが芋はいちょう切りにし、玉ねぎは薄切りにする。 
③鍋にオリーブ油を熱し、玉ねぎ、じゃが芋の順に炒め
　る。水をひたひたに入れてやわらかく煮る。 
④③をおくらと一緒にミキサーにかける。牛乳でのばし、
　塩で味をととのえ冷やしておく。 
⑤器によそい、おくらをかざり、生クリームをまわしかけ、
　お好みで黒コショウを少々ふる。

問
申

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
主
催

「
ひ
き
こ
も
り
家
族
教
室
」

問
申

問
申

会
津
保
健
福
祉
事
務
所
主
催

「
心
の
健
康
相
談
」

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修
会
」

参
加
者
募
集

あなたの周りに悩んでいる人、落ち
込んで元気がない人はいませんか。
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【
堂
島
小
学
校
】

　

７
月
８
日
、講
師
に
公
益
財
団
法
人
修

養
団
の
久
世 
郁
夫
さ
ん
を
招
き
、６
学
年

児
童
と
堂
島
地
区
公
民
館
む
つ
み
学
級
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、「
喜
多
方
市
人
づ
く
り

の
指
針
」に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
蓮
沼

門
三
翁
の
生
き
方
・
考
え
方
に
つ
い
て
の

講
演
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
授
業
で
も
学
習
し
て
い
る

道
徳
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
学

ぶ
と
と
も
に
、地
域
の
方
々
と
の
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

○
参
加
者
の
感
想

　

お
話
を
聞
い
て
、あ
い
さ
つ
を
す
る
こ

と
や
自
分
の
命
や
と
な
り
の
人
の
命
を
大

切
に
し
た
い
と
思
っ
た
。

【
塩
川
中
学
校
】

　

７
月
15
日
、学
年
ご
と
に「
地
域
理
解
学

習
」を
実
施
し
、喜
多
方
の
歴
史
や
偉
大
な

先
人
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

１
学
年　

地
域
の
歴
史
や
偉
大
な
先
人
に

つ
い
て（
講
師 

会
津
歴
史
研
究
会
副
会
長

大
塚 

セ
イ
子
さ
ん
）

２
学
年　

瓜
生
岩
子
刀
自
に
つ
い
て

（
講
師 

熱
塩
加
納
町
瓜
生
岩
子
刀
自
顕
彰

会
会
長　
長
井 

仁
さ
ん
）

３
学
年　

蓮
沼
門
三
翁
に
つ
い
て（
講
師 

公
益
財
団
法
人
修
養
団
事
務
局
長　
久
世 

郁
夫
さ
ん
）

○
参
加
者
の
感
想

　

瓜
生
岩
子
刀
自
の
お
話
を
聞
い
て
、人

の
役
に
立
つ
こ
と
を
で
き
る
限
り
た
く
さ

ん
行
い
、困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
進
ん

で
助
け
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

◆
講
師
派
遣
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
「
喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針
」は
、瓜

生
岩
子
、蓮
沼
門
三
と
い
っ
た
郷
土
の
先

人
や
藤
樹
学
の
教
え
、本
市
の
豊
か
な
自

然
・
文
化
・
歴
史
を
も
と
に
策
定
さ
れ
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
一
体
と
な
っ
て
推
進

し
て
い
く
努
力
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ご
要
望
に
合
わ
せ
て
先
人
の
業
績
や

「
人
づ
く
り
の
指
針
」の
内
容
を
わ
か
り
や

す
く
解
説
す
る
講
師
を
紹
介
す
る
な
ど
事

業
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
係

☎（
24
）５
３
１
８

生 涯 学 習 の 広 場

問
申

喜
多
方
市
人
づ
く
り
の
指
針

講
師
派
遣
事
業
開
催

堂島小学校講師派遣事業

☎広報に記載の市内電話番号 ☎『旧喜多方市、熱塩加納町、塩川町、山都町』と『高郷町』との通話には
　　　　　　　　　　　　　市外局番０２４１が必要です。携帯電話からは市外局番０２４１が必要です。

大塚セイ子さん 
(会津歴史研究会副会長) 

　故郷の歴史を知るこ
とにより、故郷に誇りを
持って生きていけるよ
うにしてほしい。

久世　郁夫さん 
(公益財団法人修養団事務局長)

　蓮沼門三翁の講話か
ら、門三翁の人生指針で
ある「愛と汗」の実行を
日々の生活に活かして
ほしい。

長井　仁さん 
(熱塩加納町瓜生岩子刀自顕彰会会長) 

　喜多方には偉大な先
人がいるので、講演を
きっかけにして深く学
んでもらいたい。

塩川中学校講師派遣事業
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現
在
の
経
営
状
況
な
ど
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

誠
明
さ
ん　

ト
マ
ト（
生
食
用
大

玉
）約
20
㌃
、ナ
ス
、ズ
ッ
キ
ー
ニ

な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
の
出
荷
先
は
、主
に
農

協
で
そ
の
ほ
か
の
ナ
ス
な
ど
に

つ
い
て
は
、道
の
駅
あ
い
づ
や
直

販
な
ど
、消
費
者
に
直
接
販
売
し

て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、美
味
し
い
も
の
を
作

り
た
い
と
の
思
い
か
ら
、無
農
薬

栽
培
で
の
農
業
経
営
を
は
じ
め

ま
し
た
が
、生
活
で
き
る
レ
ベ
ル

ま
で
の
栽
培
技
術
を
習
得
で
き

ず
、ま
た
、慣
行
栽
培
で
も
美
味

し
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
方
を

知
り
、現
在
の
経
営
体
系
と
な
り

ま
し
た
。

取
り
組
み
の
き
っ
か
け
は
。

誠
明
さ
ん　

私
は
、以
前
サ
ー
ビ

ス
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、何
か

物
を
作
り
た
い
、と
り
わ
け
美
味

し
い
も
の
を
作
っ
て
お
客
様
に

喜
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
の
思

い
に
駆
ら
れ
、農
業
を
は
じ
め
ま

し
た
。

　

こ
の
地
に
辿
り
着
い
た
の
は
、

住
ま
い
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で
借

り
受
け
ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な

要
因
で
す
。

梢
さ
ん　
　

私
は
、当
初
勤
め
に

出
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、

地
元
の
農
家
の
方
と
の
会
話
の

中
で
、「
農
業
は
、女
性
が
引
っ

張
っ
て
い
く
も
の
だ
。」と
の
話

に
心
を
打
た
れ
、夫
と
の
就
農
を

決
意
し
ま
し
た
。

経
営
の
中
で
の
特
徴
的
な
こ
と

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

誠
明
さ
ん　

作
物
の
出
荷
に
あ

た
っ
て
は
、農
協
へ
の
出
荷
だ
け

で
は
な
く
、消
費
者
の
顔
が
見
え

る
直
販
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

誠
明
さ
ん　

２
年
前
の
ゲ
リ
ラ

豪
雨
で
畑
が
冠
水
し
、３
週
間
ほ

ど
ト
マ
ト
の
収
穫
が
ほ
と
ん
ど

で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

梢
さ
ん　
　

夫
と
パ
イ
プ
ハ
ウ

ス
の
設
置
を
し
て
い
る
う
ち
に
、

筋
力
が
つ
き
、今
で
は
握
力
が
40

㌕
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い
て
。

梢
さ
ん　
　

農
業
は
も
ち
ろ
ん
、

家
事
も
平
等
に
分
担
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、集
落
内
に
は
女
性
で
ト

ラ
ク
タ
ー
や
草
刈
り
な
ど
の
農

業
機
械
を
操
作
し
て
い
る
方
も

い
て
、刺
激
を
受
け
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

誠
明
さ
ん　

今
後
は
、農
協
の
合

併
に
伴
い
、ト
マ
ト
の
選
果
場
が

整
備
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
の
で
、省
力
化
を
図
り
な
が
ら

規
模
を
拡
大
し
た
い
で
す
。ま

た
、直
売
や
加
工
も
手
掛
け
て
い

き
た
い
で
す
。

　

さ
ら
に
、将
来
は
こ
の
地
に
家

を
建
て
た
い
と
思
い
ま
す
。

　　
　

企
画
調
整
課　
政
策
調
整
室

企
画
調
整
係　

☎（
24
）５
２
０
９

問 萩
原
誠
明
さ
ん
、
梢
さ
ん
の

活
動
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

梢
さ
ん

誠
明
さ
ん

農
業
経
営
者
（
ト
マ
ト
栽
培
な
ど
）

に
聞
く

萩
原 
誠
明
さ
ん
・
梢
さ
ん

萩原 誠明さん、梢さん 
　30歳の時に脱サラし、美味しいものを作りたいとの思いから、神奈川県から移住。市内で
の農業研修を経て、平成23年2月に県の認定就農者となり就農。 
　今では、生食用トマトなどを栽培し、農協や道の駅あいづなどに出荷している。

は
ぎ　

 
わ
ら　

 　

の
ぶ　

 

あ
き

こ
ず
え

誠
明
さ
ん

梢
さ
ん

誠
明
さ
ん

梢
さ
ん

誠
明
さ
ん

誠
明
さ
ん


